
　日本産：家猫の骨発育に関する研究

一とくにX線学的ならびに組織学的研究一

〔論文要　旨〕

鈴　　木　　立　　雄



　軟骨性骨においては、骨幹の骨化はほとんど胎生期にはじまる。ついで、成

長の途上に一定の場所に語いて一定の時期に、いわゆる骨端核が出現する。そ

して、これはやがて骨幹に癒合するのであるが、その時期もほぼ一定している。

その部位、発現、癒合の時期に関する知識は、骨X霞台影に不可欠の知識であ

る。とくに整形外科分野の疾患では、若い成長期にある動物の骨X線写真は、

骨の大きさばかりでなく、骨化の程度にも相違があり、X線像の現われ方も異

なるので、常に診断上必要である。

　ネコの骨発育に関する研究は、情報に乏しく、BRESSONら〔1959〕澄よ

びSMITH〔1968〕の報告をみるが、供試されたネコはいずれも実験例とし

て閉鎖環境下で飼育管理されたものであり、著者が日常臨床上対象とするネコ

とは趣を異にする。また、わが国でのこれに関する報告はない。

　ネコの正常な骨発育過程を知ることは、単に骨年齢を知るに止まらず、栄養

性の欠陥、繁殖期の決定、骨疾患の診断あるいは獣医整形外科の分野などに重

要な基礎的資：料を与えることは勿論のこと、ネコを実験動物として扱う場合な

どにも応用性の高いものと考えられる。

　本研究では、日常診療の対象となる、一般家庭の種々の条件下で飼育管理さ

れているネコを対象に、日本産家猫の骨格発育の評価指針を確立することを目

的として、生後1日齢から24ヵ月齢までの生年月日が正確なネコ206頭の

四肢骨格をX線写真で観察した。また、X線像の各日月齢の変化の確証のために、

成長途上の骨発育に関与する成長帯の変化を、上腕骨頭を用いて組織学的に検

索した。その結果、はじめて日本産家猫に於ける四肢骨の骨化の順序を明らか

にすることができた。

　本研究の結果は以下のと於りである。

1　正常四肢骨格発育のX線所見

　1．前肢骨の発育
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　　1）肩甲骨：骨体は出生時に存在する。生後1．5～2ヵ月齢で関節上結節

と烏口突起部に二つの骨端核が出現する。烏口突起部骨端核は2～2．5ヵ月齢

で関節上結節骨核と癒合し、3ヵ月齢で関節上結節骨端核は、肩甲骨体に癒合

した。

　　2）鎖骨：’出生時に存在し、付加的な骨核の出現は認められなかった。

　　3）上腕骨：骨幹は出生時に認められた。骨端核の出現は近位端で早く、

生後1～7日齢であった。　また、その骨幹への癒合は12～14ヵ月齢であ

った。遠位端では、生後10～25日齢で内・外側穎にそれぞれ一つの骨核が

出現、ついで、内・外側上穎にそれぞれ一つの核が出現した。その癒合は遠位

骨端で早く、2．5ヵ月齢前後で内・外側三男部の骨核が内・外側穎に癒合、つ

いで3～4ヵ月齢で内・外側穎は骨幹に癒合した。

　　4）喉骨：骨幹は出生時に存在していた。骨端核の出現は18～25日齢

で近位・遠位骨端ほとんど同時であった。その癒合は近位端で4．5～6．5ヵ月

齢、遠位端では遅く15～18ヵ月齢であった。

　　5）尺骨：骨幹は出生時に存在し斥。骨端核の出現は遠位骨端でわずかに

早く、18～35日齢、遠位骨端で21～35日齢であった。その癒合は近位

骨端で10ヵ月齢前後、遠位骨端で15～18ヵ月齢であった。

　　6）副手根骨：すべての手根骨は出生時未出現であった。副手根骨の骨核

は生後20～25日齢で出現、さらに1～2ヵ月齢で副骨核が出現した。副骨

核は4～4．5ヵ月齢で野守と癒合した。

　　7）第3中手骨：すべての中手骨の骨幹は’出生時に認められた。骨端核は

生後18～25日齢で遠位端に出現、8～9’ヵ月齢で骨幹と癒合した。

　　8）指骨：すべての指骨は出生時に認められた。

　2．後肢骨の発育

　　1）大腿宥：骨幹は出生時に存在する。近位端の骨核は生後3～8日齢に
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出現、6．5～7ヵ月齢で骨幹と癒合する。遠位端では3～8日齢で内・外側穎

にそれぞれ一つの核が出現、6．5～7ヵ月齢で骨幹と癒合した。

　　2）膝蓋骨：骨核は生後45～65日齢で出現した。付加的な副骨核の出

現は認められなかった。

　　3）脛骨：骨幹は出生時に存在した。血温は近位端に、牛後10～15日

齢で、また、脛骨粗面に、30～50日齢で出現した。その癒合は脛骨粗面の

骨核が4～6ヵ月齢で近位端の骨端核に、近位端の骨端核は15ヵ月齢前後で骨

幹に癒合した。一方、遠位端では、骨端核は生後15日齢前後に出現し、6～

9ヵ月齢で骨幹と癒合した。

　　4）腓骨：骨幹は出生時に存在していた。近位端の骨核は、30～40日

齢で出現し、5．5～7ヵ月齢で骨幹と癒合した。遠位端では、骨核は生後20

～25日齢で出現し、9ヵ月齢前後で骨幹に癒合した。

　　5）踵骨：出生時に認められた足根骨は、踵骨と距骨であった。踵骨では

副骨面が25～40日齢で出現した。それは7ヵ月齢前後で骨核と癒合した。

　　6）第3中足骨：四つの中足骨の骨幹は出生時にすべて存在していた。骨

端核は生後20～25日齢で遠位端に出現し、9ヵ月齢前後で骨幹と癒合した。

　　7）趾骨：すべての趾骨は出生時に存在していた。

皿　正常骨格発育の組織所見

　1．骨軟骨接合部の組織像

　上腕骨近位端の骨成長帯は、骨軟骨接合部澄よび骨端核辺縁部でみられ、軟

骨残余帯、細胞増殖帯、成熟細胞帯澄よび石灰沈着帯を区別することができた。

その区別は骨幹端に於いて、より明らかであった。

　2．加齢に伴う成長帯の組織所見

　骨成長帯の成長度合は骨幹端、骨端核辺縁部の関節面に面する部分夢よび骨

端核辺縁部の骨幹側に面する部分の順であった。・その帯幅は、生後30目齢ま
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では、細胞増殖帯澄よび石灰沈着帯の比率が著しく大きく、とくに石灰沈着帯

の細胞配列は3～4層であったが、その後は1～2層となった。生後3～4カ

月齢以降は、細胞増殖帯、成熟細胞帯下よび石灰沈着帯の帯幅は減少した。

　3．X線所見と組織所見との比較

　X線所見で骨端核が固有の形態を現わした生後30日齢までは、細胞増殖帯

澄よび石灰沈着帯の比率が著しく大きかった。また、X線所見で骨端核が骨幹

の幅に一致する生後3～4ヵ月齢以降では、細胞増殖帯、成熟細胞帯澄よび石

灰沈着帯の比率は減少した。X線所見における骨端核の発育と組織所見での成

長帯の骨化の過程は、ほぼ一致した。

　結　　論

1．骨端核の出現は、上腕骨近位端で最も早く7日齢以内である。ついで、15

　日齢までに上腕骨遠位端、大腿骨近位端、大腿骨遠位端、脛骨近位端の骨端

　核が、20日齢までに脛骨遠位端、；僥骨近位端、：宿直遠位端、尺骨遠位端、

　中手根遠位端、腓骨遠位端、中足骨遠位端の骨端核が、さらには30日齢ま

　でに尺骨近位端澄よび腓骨近位端の骨端核が出現する。

2．骨端核の出現の時期は、圧迫力を受ける骨端ほど速やかであり、また、遠

　位骨端より近位骨端が早い。

3．骨端核の出現には遅速の差はあるが、骨端核が骨幹の幅に一致するのは、

　いずれの部位に澄いても生後3ヵ月齢前後である。この時期は骨成長帯にお

　ける細胞増殖帯、成熟細胞帯澄よび石灰沈着帯の比率が減少する時期に一致，

　する。

4．骨端核と骨幹の癒合する時期は、上腕骨遠位端で最も早くぜ4ヵ月齢前後

　である。ついで、続骨遠位端、大腿骨近位端、腓骨遠位端で7ヵ月齢以内に、

　中手骨遠位端、脛骨遠位端、腓骨遠位端、中足骨遠位端で9～10ヵ月齢で、

　大腿骨遠位端、上腕骨近位端で12ヵ月齢前後に、さらには脛骨近位端、：僥
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　骨遠位端、尺骨遠位端で最も遅く15～18ヵ月齢でそれぞれ骨端核は骨幹

　に癒合する。

5．　上腕骨近位端での骨成長帯の成長度合は、骨幹端で最も旺盛である。

6．骨成熟は性成熟より明らかに遅い。

7．X線学的澄よび組織学的に、日本家猫の骨成熟は生後15～18ヵ月齢で

　ある。

　本研究で得られた結果は、Tabelのと於りでありSMITHの骨成長完了の

時期よりも約5ヵ月早い。この差は研究の対象が野外例と実験例との違いによ

るものであると考えられる。とくに野外例のネコについて加齢に伴う骨端核の

骨化の過程を、X線像で明らかにできたことは、種々の骨疾患の診断、治療に

多大の意義があり、とくに予後判定に重要な指針となるものと考える。
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